
（別紙３）

～ R8　年　1　月　31　日

（対象者数） 27 （回答者数）
23

～ R8　年　1　月　31　日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・興味関心が持てるようにアセスメントを行いながら、必要

なツールを増やして充実した支援を行っていく。

・一人ひとりに合わせたスケジュールを組み立て、落ち着い

て楽しみながら取り組むことができるように配慮していく。

2

・支援員が企画・計画をしている為、子どもたちからの提案

も聞き、より意欲的に参加していただけるように検討してい

く。

3

・今後も活動内容や様子がより伝わるように工夫していく。

・始めたばかりの取り組みの為、保護者様の意見も聞きなが

ら企画等を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今後も保護者様同士の交流が出来るような内容のイベント

を企画し、意欲的に参加していただけるように工夫してい

く。

・研修を企画し、特性の理解や支援の目的等が共通認識でき

るように取り組んでいく。

2

3

○事業所名 えねーぶる2nd

○保護者評価実施期間
R8　年　1　月　5　日

○保護者評価有効回答数

R8　年　1　月　5　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8　年　2　月　20　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母会など保護者同士の交流の機会が少なく、研修も実施でき

ていない。

・保護者様同士の交流の必要性は感じているが、参加人数が少

なかった為、参加していただけるように日程や企画内容等の見

直す必要がある。

・研修については、イベントから企画を始めた為、実施するこ

とが難しかった。

構造化された間取りの為、どの教室が何をする教室なのかを色

やマークで視覚的に示し、見通しを持って活動することができ

るようにしている。

・一人ひとりに応じた課題の提供や、パーテーションで区切り

集中して取り組むことができるような環境を提供している。

・静と動で活動の教室が分かれているため、どの課題にも集中

して取り組むことができるように配慮している。

社会経験や公共のマナーを学ぶために屋外活動に意欲的に取り

組んでいる。

・公共のイベントや施設等での活動に多く取り組み、活動の目

的やマナーを事前にイラストや動画を活用しながら学習してか

ら出掛けている。

日常の支援の様子や子どもの成長を共に共感し合えるように、

写真付きで記録を確認できるようにしている。

また、R8.1月~は親子遠足等の保護者様に参加していただけ

るイベントの企画・実施を行っている。

・日々の活動の内容や様子を、文字だけではなく写真を添付し

て保護者様により伝わるように表情が見えるように撮影したり

工夫している。

・事前に内容・目的等をお知らせし、保護者様が参加しやすい

ように工夫している。

事業所における自己評価総括表公表


